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1 壁を塗りに建設現場へ
本コラムでとりあげる事例は、築 100年近く経過した古い木造の長屋を改装し、ゲストハウ
スへとリノベーションする「建設現場」である。「建設現場」は、身体的な危険も伴うために、
一般的には関係者以外、立ち入ることが禁止されている場所である。しかし、そうした建物の
建設の現場を、安全性を確保した上で開放し、建設プロセスの一部に人々を参画させ、建物が
出来上がっていく面白さを体験させるワークショップが一部で人気を博している。今回とりあ
げる「現場」もそうしたワークショップの一環で開放された「現場」である。
筆者はこのワークショップを Facebook のイベントページで知った。場所は大阪府大正区の
戦前からの街並みが残る住宅街の一画にある。大正区でまちづくり関連の仕事をしている知人
も参加予定であるとわかったので、筆者も参加することにした。ところが当日になって、知人
が参加できなくなり、まったく見ず知らずの場所に一人で行く羽目になった。作業開始時間は
10時であったが、知人が一人もいない現場なので、少し早めに行こうと考え、9時半には現場
に到着した。
到着早々、現場から怒鳴り声が聞こえてきた。見れば、一人の女性におっちゃんが詰め寄っ
ている。おそらくその女性が今回のワークショップの企画者で、ゲストハウスの責任者の K
さんであろうことは早々に察しがついた。なぜなら筆者と目があって、苦笑いをしながら会釈
をしてきたからだ。
これはえらい現場に来てしまったなと、少し後悔しながら、おっちゃんの怒りが収まるのを
待つことにした。いや、待つしか選択肢がなかった。なぜならおっちゃんは、建物の唯一の入
り口である玄関先に陣取っていたからだ。おっちゃんの怒りは、工事が予定よりも長引いてい
ること、夜遅くまで工事をしていることであった。K さんは慣れた感じで、おっちゃんの苦
情を半分聞きつつ、半分聞き流している風だった。クレーム処理の基本は、クレーマーに言い
たいことをあらかた言わせてしまうことだということを雑誌の記事で読んだことがある。K
さんの対応はまさにそれだった。ほどなくして、一通り文句を言い終えたおっちゃんは「ほん
ま、たのむで」と捨て台詞を吐いて帰っていった。
そこで、改めて K さんと挨拶を交わし、簡単な自己紹介を済ませると、二階へ案内された。
すでに塗装が終わった部屋に荷物を置き、本日の作業場となる二階の一室へと案内されるまま
に入っていった。前回のワークショップで二階の塗装はほぼ終えており、まだ作業が終わって
いないのはその 8畳ほどの一部屋のみであった。
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そこではすでに男性が黙々と作業をしていた。彼は二度目の参加で、前回の「働きぶり」が
彼女の目にとまり、是非今回も、と参加を請われて来たのだという。その手慣れた働きぶりか
ら、私は建設業界の方ではないかと思った。しかし、聞けば、仕事はネット関係で、主として
自宅で仕事をしているという。とはいえ、それ以上、共通の話題も見当たらなかったので、彼
の動作に習って、まだ塗料が塗られていない壁面を塗り始めた。塗料の「のび」が良く、面白
いように仕事が捗った。結局、30分ほどで壁面の塗装が終わった。この時点で、作業開始か
ら約 30分が経過していた。ところが、私と彼以外の参加者が誰も来ないのである。このまま
人が来ないと、膨大な壁塗りの作業をこの少人数で負担しなければならない。そうした不安に
駆られながら小休止していると、階下で続々と挨拶を交わす元気な声が聞こえてくるようにな
った。一瞬前の不安が杞憂に過ぎなかったことに安心した。
壁面の次は、長い柄のついたローラーで天井を塗る作業に入った。天井を塗る作業は壁面と
は比較にならないほど、体力もコツも必要だった。成人男性の背丈ほどある長い柄のついたロ
ーラーを操ることが最初の関門であった。先端のローラーに力を入れなければならないのであ
るが、支えているだけでやっとなので、それを先端に力点がくるように押さえつけるのが難し
いのである。しかも、天井はフラットではなく「梁」を見せるために、屋根と同じ角度で勾配
がつけられているため、余計に工夫が必要である。
それでも、何度か試行錯誤を続けているうちに力の加減がわかり始め、作業が捗り始めた。
しかし、上を向いて作業をするため、油断をすれば顔面に塗料が落ちてくるのである。しか
も、運が悪ければ目に入る。筆者も何度か目を塗料が直撃し、そのたびに悶絶した。そうして
悪戦苦闘しながらもなんとか一室を塗り終え、午前の作業が終了した。昼休憩を取るために、
階下に降りた。そこには、材木の上にシートを引いて、周りを椅子で囲んで簡易のダイニング
セットが作られていた。我々参加者は三々五々、即席のダイニングテーブルの周りに集まり始
めた。ここで初めて今回のワークショップの参加者全員が一堂に介した。はじめまして、とい
うことで、簡単な自己紹介タイムがはじまった。京都でゲストハウスの運営を行っている男
性、広告デザイナーの女性、翻訳家の女性、ジュエリーデザイナーの女性、そして先程の IT
関係の男性と筆者と K さん、さらに施工会社から一名 S さんという若い男性スタッフが派遣
されていた。この日の参加者は、施主と個人的に親しい人はいなかった。多くが K さんとは
共通の知人がいたり、イベントで 2、3回会ったりしたことがあるという程度の弱い繋がりで
あった。また、翻訳家の女性は、筆者と同じいわゆる「一見さん」であった。彼女は Face-
book で K さんとの共通の知人が記事をシェアしているのをみて参加を決めたのだという。
自己紹介が終わったタイミングで、今回のワークショップの発案者でもある K さんが発注
してくれた弁当が並べられた。ワークショップ形式の施工では、賃金が出ない代わりに施主が
昼食を振る舞うというパターンが多い。今回の昼食のメニューは、駅前のカフェから取り寄せ
たという唐揚げ弁当である。また同じく駅前のコーヒーショップから取り寄せたコーヒーを携
帯用のコンロで沸かし、ドリップしてくれた。1時間ほどかけて食事とコーヒーを楽しんだ頃
には、参加者同士は随分と仲良くなり、その頃には筆者は「まつじゅん」というあだ名で呼ば
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れるようになっていた。
午後からはロビーや食堂となる予定の一
階の壁塗りが主たる仕事となった。一階は
広いワンルームなので、壁面が塗りやすく
作業は捗った。それに比べて作業が難航し
たのが二部屋あるトイレとシャワー室であ
った。狭い部屋ゆえに、作業しづらいので
ある。また壁面が小さいので色ムラがでや
すいのも難点であった。さらに、小さな密
室ゆえに塗料のシンナー臭に苛まれるのが
辛かった。午後の作業は昼食時に仲良くな
った参加者と、談笑しながらの作業になった。予定よりも人数が少なかったので、やや時間は
かかったが、それでも定時刻の 17時には無事に塗り終えることができた。作業を終えた後は、
参加者全員で近所の居酒屋に行き、ささやかな打ち上げを行った。打ち上げの席で、筆者は
K さんにワークショップをなぜやろうと思ったのか聞いてみた。それに対する答えは次のよ
うなものだった。もともとワークショップ形式でやるつもりはなく、かといって全く興味がな
いわけでもなく、曖昧にしていたら壁に塗装をする工程の予算が計上されていないことに気が
付き、泣く泣く SNS を通じて壁塗りの手伝いを呼びかけたら、それなりの人数が集まってし
まった、というのが実情らしい。
図 1 昼食タイム
図 2 壁塗りの一コマ
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2 建物の建設プロセスに関わることの意味
こうした「参加型リノベーション」には、どのような意味があるのだろうか。筆者は二つの
重要な意味があると考えている。一つは、こうしたイベントを行うことで、人々が、街の中に
自分が愛着を持って集うことができる場を持つことができるという意味である。筆者はこの後
も二度、このゲストハウスを訪れているが、筆者と同様にペンキを共に塗った参加者もまた、
同じくらいの頻度でこの場所を訪れている。
そうしてもう一つは、こうした「参加型リノベーション」が「住む」ということに対するリ
テラシーを高めるきっかけとなることである。1960年代以降、住宅は建てるものから買うも
のへとその性格を変えていった。住宅会社によって売られている住宅は商品であり、精密な工
業製品でもある。それゆえに、中身はブラックボックスであり、ちょっとした不都合が発生し
ても自分では直せない。
現在の住宅は腐敗や劣化しにくい新建材を使っており、それゆえに、「メンテンナスフリー」
で 30年くらい住むことができる。一方、昔の木造住宅は、雨漏りや建付けの不良などが現在
と比較して頻繁に発生したため、その都度、近所の大工や工務店にメンテンナスを依頼してい
た。また住人に合わせた増改築もフレキシブルに行いながら、長年住み継いでいったのであ
る。つまり、手のかかる住宅を通して、住むということに対して、現在よりもはるかに意識を
傾けていたのである。
「参加型ワークショップ」は、床を貼ったり、壁を塗ったりしながら、住宅が重さや手触り
のあるモノの積み重ねで出来ていることを体感し、人の手で作られていくことを改めて機会を
提供してくれる場でもあるのである。
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